
令和６年度

京都府宗教法人関係者人権問題研修会
京都府・京都府宗教連盟・同和問題に取り組む京都府宗教者連絡会議 共催

京都府では、京都府宗教連盟と同和問題に取り組む京都府宗教者連絡会議（京都同宗連）

との共催により、人権問題研修会を開催いたします。

宗教法人の代表者をはじめ信者の方、そして府民のどなた様でもご参加いただけます。

是非、多数ご来場ください。

○お申込み・お問い合わせ

京都府文化生活部文教課

経営支援・宗教法人係

電 話：075-414-4522
ＦＡＸ：075-414-4523 

○交通のご案内

【公共交通機関をご利用ください】

＊JR京都駅中央改札口より徒歩 12分

＊京都市営地下鉄五条駅８番出口より徒歩3分

＊市バス「烏丸六条」より徒歩１分

○日 時：令和６年１０月１８日（金）１３：１５～１６：００（受付１２：３０～）

＊研修に先立ち１３時から京都同宗連主催による差別戒名の法要が行われます。

※天候（台風）等により開催が危ぶまれる場合は京都府HPでご確認ください。

○場 所：真宗教化センター しんらん交流館
２階 大谷ホール

(京都市下京区諏訪町通六条下ル上栁町 199)

○内 容：講 演 「ネット人権侵害と部落差別の現実

～

かわ ぐち

おおとも だい えい

やす   し

「寝た子」はネットで起こされる！～ 」

講 師：（一社）山口県人権啓発センター

事務局長 川口 泰司 氏

1978年愛媛県宇和島市の被差別部落に生まれる。

中学時代、同和教育に本気で取り組む教員との出会いから解放運動に

取り組むようになる。 2005年より山口県人権啓発センター事務局長

として、全国各地で講演会や出版、テレビ等多方面で活躍中。

活動報告

「浄土宗の取り組み」

報告者：浄土宗人権センター長

伴 乃昶 氏

《講師紹介》


